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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値

3 14 10,000 10,000 590 9,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,000
16-18 12,000 11,000 957 10,000 ○ 柱目４寸取り 11,000

す 20- 12,500 12,000 1,584 10,000 ○ 中目 12,000
4 8-11 300 300 - 280 ○ 本＠ 270

12-13 9,500 9,500 551 9,000 △ 母屋取り 9,500
14 11,000 11,000 858 10,500 △ 桁目3.5寸 10,000
16-18 11,500 11,000 1,276 9,200 ○ 桁目　4寸 10,000
20-22 13,000 11,500 2,024 10,000 ○ 中目 11,500

ぎ 24-28 19,100 14,000 3,780 9,000 ○ 中目 13,000
30-34 22,300 15,600 6,396 10,000 ○ 二番玉節少 14,000
36- 32,600 16,600 8,599 9,000 - 根玉選木 16,000

6 16-18 15,500 15,500 3,364 15,000 △ 通し柱 15,500
20-22 15,000 14,500 3,843 14,500 △ 通し柱 14,500

3 14-15 16,000 15,000 885 14,000 ○ 柱目3～3.5寸 14,500
ひ 16 22,000 21,000 1,617 18,500 ○ 柱目3.5～4寸 19,500

18-22 23,400 19,000 2,280 18,000 ▼ 柱目４寸取り 15,500
4 8-12 380 330 - 330 ○ 本＠ 320

12-13 12,000 11,000 748 11,000 ○ 3寸取り 12,000
14 17,000 16,500 1,287 16,500 △ 土台目3.5寸 15,000
16 21,000 20,000 2,040 19,800 ○ 土台目3.5寸 18,000

の 18 19,500 19,000 2,470 18,500 ○ 土台目４寸 17,500
20-22 27,000 18,500 3,256 17,500 ○ 中目縁甲取り 18,000
24-28 50,000 22,000 5,940 12,500 ○ 中目 15,000
30-34 46,000 22,300 9,143 13,000 ○ 二番玉節少 17,000
30- 160,000 27,000 13,986 15,500 - 根玉選木 30,000

き 6 16-17 25,000 22,000 3,806 17,000 ○ 通し柱３．５寸 22,000
18 30,000 29,000 6,293 26,000 ○ 通し柱　４寸 30,000
20-22 25,000 23,000 6,095 18,000 △ 通し柱　 22,000

1月23日1月23日1月23日1月23日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 62台62台62台62台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 731 728 99.6%
ヒノキ 962 962 100.0%
その他 38 38 100.0%
計 1,731 1,728 99.8%

《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》
　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　2月2日（土）～2月16日（土）次回の『つち』　2月2日（土）～2月16日（土）次回の『つち』　2月2日（土）～2月16日（土）次回の『つち』　2月2日（土）～2月16日（土）

平成31年1月24日

落　　　札　　　価　　　格

《ヒノキ全般・安定に推移》《ヒノキ全般・安定に推移》《ヒノキ全般・安定に推移》《ヒノキ全般・安定に推移》
　ヒノキ材全般において前回の一服感から更に落ち着い
てきた。今までの値の動きからすると当然の動きではな
いだろうか。好調の3.0ｍ18-22ｃｍ4寸取りが居所を下げ
始めたのが気掛かりではある。4.0ｍ24ｃｍ上では安定
感が顕著に見られた。それは量が充足してきた表れで
あり、決して質の低下という問題ではない。だからこそど
うにかしていかなければならないと感じている。6.0ｍ材
は18-24ｃｍが依然好調のままである。
スギは入荷が増えてきたが、まだ品薄感は否めず、並
材は好調に安定している。圧倒的に量が少ない3.0ｍ14
ｃｍ上からの引き合いは依然強い。4.0ｍ材も14-16ｃｍ
の注文が増えている。造材のご検討の材料にしてもらい
たい。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


